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清
流
に
抱
か
れ
た

自
然
と
歴
史
が
息
づ
く
揖
斐
川
町

岐
阜
県
の
最
西
部
の
町
・
揖
斐
川
町
は
、
揖
斐
川
が

中
央
を
貫
流
す
る
山
紫
水
明
の
地
で
す
。

古
代
よ
り
大
和
朝
廷
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
中
世

に
は
、
美
濃
の
政
治
的
な
中
心
地
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
た
地
域
で
す
。
平
成
一
七
年
の
合
併
以
降

は
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
観
光
・
特
産
品
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

揖
斐
川
が
貫
流
す
る
県
境
の
町

　

岐
阜
県
の
最
西
部
に
位
置
す
る
揖
斐
郡
揖

斐
川
町
は
、
北
は
福
井
県
、
西
は
滋
賀
県
に

接
す
る
県
境
の
町
で
す
。
南
側
は
不
破
郡
と

揖
斐
郡
池
田
町
・
大
野
町
、
東
側
は
本
巣
市

に
接
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
南
西
部
か
ら
北
西
部
に
か
け
て
標
高

一
〇
〇
〇
〜
一
三
〇
〇
ｍ
の
山
々
が
そ
び
え
、

冠
山
（
標
高
一
二
五
七
ｍ
）に
端
を
発
し
た

揖
斐
川
が
山
間
を
縫
う
よ
う
に
流
れ
、
支

流
の
坂
内
川
・
粕
川
が
合
流

し
ま
す
。
揖
斐
川
は
、
町
の

東
南
部
で
扇
状
地
を
形
成
し
、

市
街
地
・
田
園
地
帯
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
扇
状
地
以

外
に
ま
と
ま
っ
た
平
坦
地
は
少
な
く
、
河
川

沿
い
の
河
岸
段
丘
な
ど
に
集
落
が
点
在
す
る

山
間
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

古
代
大
和
朝
廷
と
の
結
び
つ
き

　

町
内
の
縄
文
遺
跡
と
し
て
は
、
谷
汲
地

域
の
末
福
遺
跡
、
揖
斐
川
地
域
の
瑞
岩
寺

遺
跡
、
藤
橋
地
域
の
塚
遺
跡
な
ど
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
末
福
遺
跡
か
ら
は
、
中
・
晩

期
の
縄
文
式
土
器
と
と
も
に
丸
木
舟
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
弥
生
遺
跡
は
、
揖
斐
川
地

域・
谷
汲
地
域
に
分
布
し
、
上
長
瀬
遺
跡（
谷

汲
地
域
）か
ら
は
中
期
前
半
の
条
痕
文
深
鉢

形
土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
川
扇
状
地
一
帯
と
谷
汲
地
域
に
は
、

条
里
制
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
大
化
の

改
新
以
前
よ
り
大
和
朝
廷
の
勢
力
下
に
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
揖
斐
郡
は
、

明
治
三
〇
年（
一
八
九
七
）ま
で
は
、池
田
郡・

大
野
郡
に
分
か
れ
て
属
し
、「
和
名
抄
」に
は
、

大
野
郡
一
三
郷
、
池
田
郡
六
郷
が
記
載
さ
れ

て
お
り
、
当
町
域
で
は
大
野
郡
大
神
郷
が
揖

斐
川
地
域
三
輪
に
、
池
田
郡
で
は
小
島
郷
が

揖
斐
川
地
域
の
小
島
か
ら
春
日
地
域・
坂
内

地
域
の
一
部
に
及
ん
で
い
た
と
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
春
日
郷
が
揖
斐
川
地
域
脛は

ぎ
な
が永
付
近

に
比
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
谷
汲
地
域
は
、
大

野
郡
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
郷
名
は
定

か
で
あ
り
ま
せ
ん
。
同
地
域
の
華
厳
寺
・
横

蔵
寺
は
、
平
安
時
代
初
頭
の
創
建
と
さ
れ
て

お
り
、
朝
廷
と
の
深
い
結
び
つ
き
が
窺
わ
れ

ま
す
。
藤
橋
地
域
は
、
揖
斐
川
の
左
岸
が
大

野
郡
、
右
岸
が
池
田
郡
に
属
し
て
い
ま
し
た

が
、郷
名
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
す
。

土
岐
氏
の
台
頭
と
小
島
頓
宮

　

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
・
室
町
時
代
の

当
地
に
は
、
大
野
郡
揖
斐
郷
と
大
神
郷
を
併

せ
た
地
域
に
揖
斐
庄
、
池
田
郡
小
島
郷
に
小

島
庄
、
春
日
郷
に
脛
永
庄
な
ど
の
荘
園
が
成

立
す
る
一
方
で
、
長
瀬
郷（
谷
汲
地
域
）な
ど

に
は
依
然
と
し
て
中
央
政
府
の
出
先
機
関
で

あ
る
国
府
が
支
配
す
る
国
衙
領
が
並
存
し
て

い
ま
し
た
。

　

南
北
朝
期
に
、
足
利
氏
の
部
将
と
し
て

活
躍
し
た
土
岐
氏
は
、
や
が
て
美
濃
全
体

で
勢
力
を
伸
ば
し
支
配
の
実
権
を
握
っ
て

い
き
ま
す
。
土
岐
頼
清
が
池
田
郡
を
拠
点

に
、
足
利
幕
府
を
支
え
る
有
力
守
護
と
な

り
ま
す
。
頼
清
の
子
頼
康
は
本
町
春
日
地

域
の
小
島
城
を
本
拠
地
と
し
、
美
濃
守
護

と
と
も
に
尾
張
・
伊
勢
の
守
護
を
兼
任
し
ま

し
た
。
当
時
、
小
島
城
は
美
濃
の
政
治
的
中

心
地
で
あ
り
、
土
岐
氏
が
最
も
大
き
な
勢
力

を
誇
っ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

正
平
八
年
＝
文
和
二
年（
一
三
五
三
）南
朝

方
が
山
陰
の
山
名
氏
の
助
力
を
得
て
京
を

奪
取
し
ま
し
た
。
六
月
一
三
日
、
北
朝
方

の
主
将
・
足
利
義
詮
は
、
後
光
厳
院
を
奉
じ

て
京
を
脱
出
、
土
岐
頼
康
ら
三
千
余
騎
の

武
士
と
多
く
の
公
家
が
従
い
東
に
落
ち
の

び
ま
し
た
。
一
行
は
、
関
ヶ
原
を
抜
け
垂
井

か
ら
頼
康
の
本
拠・
小
島
城
下
に
至
り
頓
宮
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を
設
け
て
い
ま
す
。
義
詮
自
身

は
七
月
四
日
に
は
小
島
を
出
立
、

頼
康
ら
の
助
力
を
得
て
京
の
奪

回
に
向
か
い
、
後
光
厳
院
は
、

鎌
倉
に
い
た
足
利
尊
氏
に
上
京

を
督
促
す
る
特
使
を
出
し
て
い

ま
す
。

　

瑞
岩
寺
近
く
に
杉
林
か
ら
湧
き
出
る「
二

条
関
白
蘇
生
の
泉
」と
呼
ば
れ
る
名
水
が
あ

り
ま
す
。
後
光
厳
院
の
後
を
追
っ
て
密
か
に

京
を
脱
出
し
た
関
白
前
左
大
臣
二
条
良
基

が
、
小
島
頓
宮
に
向
か
う
途
中
、
こ
の
水
で

渇
き
を
潤
し
、「
文
月
酷
暑
の
砌
、
は
る
ば

る
梅
谷
越
え
の
疲
れ
と
渇
き
を
、
こ
の
泉
に

よ
っ
て
癒
し
、
蘇
生
の
思
い
を
さ
れ
た
」と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
良
基
は
こ
の
道
中
を

綴
っ
た
日
記『
小
島
の
す
さ
み
』の
中
で
、
小

島
頓
宮
の
様
子
を「
…
内
裏
の
有
様
は
、
こ

の
辺
り
に
は
稀
な
る
板
葺
な
れ
ど
、
山
は
さ

な
が
ら
軒
端
に
て
、
雲
霧
の
晴
間
な
し
…
」

と
描
写
し
て
い
ま
す
。
小
島
頓
宮
の
所
在
に

つ
い
て
は
、
揖
斐
川
地
域
白
樫
説
と
瑞
岩
寺

説
が
あ
り
、
ど
ち
ら
に
も
小
島
頓
宮
址
碑

が
建
っ
て
い
ま
す
。『
小
島
の
す
さ
み
』に

よ
れ
ば
、
後
光
厳
院
は
八
月

二
五
日
に
垂
井
頓
宮
に
移

り
、
九
月
一
九
日
に
京
に

戻
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
頼
康
が
本
拠
を

厚
見
郡
革
手
城（
岐
阜
市
）に

移
し
た
た
め
、
小
島
城
は
美

濃
の
中
心
地
と
し
て
の
地

位
を
失
い
、
隆
盛
を
誇
っ
た

土
岐
氏
も
や
が
て
、
戦
国
時
代
の
梟
雄
・
斎

藤
道
三
に
よ
っ
て
滅
亡
へ
と
追
い
や
ら
れ

て
い
き
ま
す
。
当
町
三
輪
に
、
土
岐
氏
の

支
族・
揖
斐
氏
が
揖
斐
城
を
構
え
本
家
・
土

岐
氏
を
よ
く
支
え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

城
も
道
三
の
攻
撃
を
受
け
落
城
し
ま
し
た
。

美
濃
国
奉
行
岡
田
善
同
・
善
政
の
治
水

　

土
岐
氏
を
滅
ぼ
し
て
美
濃
の
支
配
者
と

な
っ
た
斎
藤
氏
も
、
織
田
信
長
に
よ
っ
て

倒
さ
れ
、
当
地
域
は
、
信
長
に
服
属
し
た

稲
葉
一
鉄
な
ど
が
治
め
る
と
こ
ろ
と
な
り

ま
す
。
そ
の
後
、
豊
臣
政
権
を
経
て
、
徳

川
幕
藩
体
制
が
確
立
す
る
と
、
幕
府
直
轄

領
、
尾
張
藩
・
揖
斐
藩
・
加
納
藩
・
大
垣

藩
な
ど
の
大
名
領
、
さ
ら
に
多
く
の
旗
本

が
所
領
を
有
す
る
複
雑
な
地
域
と
な
り
ま

し
た
。
や
が
て
、
相
次
ぐ
転
封
・
改
易
に

よ
っ
て
次
第
に
整

理
さ
れ
、
寛
永

期（
一
六
二
四
〜

四
四
）か
ら
は
ほ

ぼ
安
定
し
、
正
保

郷
帳
で
は
幕
府
直

轄
領
、尾
張
藩
領
、

大
垣
藩
領
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。当
初
、

三
輪
の
揖
斐
城
に
あ
っ
て
三
万
石
を
領
し
た

揖
斐
藩
西
尾
氏
は
元
和
九
年（
一
六
二
三
）無

嗣
絶
家
と
な
っ
て
い
ま
す
。
揖
斐
藩
断
絶
に

と
も
な
い
揖
斐
城
は
破
棄
さ
れ
、
跡
地
に
美

濃
国
奉
行
・
岡
田
将
監
善よ

し
あ
つ同
の
陣
屋
が
置
か

れ
ま
し
た
。
善
同
は
初
め
可
児
郡
姫
郷
に
住

し
、
大
久
保
長
安
配
下
の
代
官
で
し
た
が
、

慶
長
一
八
年（
一
六
一
三
）長
安
が
没
す
る

と
、
岐
阜
米
屋
町
に
陣
屋
を
置
き
美
濃
国
奉

行
を
務
め
て
い
ま
す
。
岐
阜
が
尾
張
藩
領
に

な
り
、
采
地
替
え
も
あ
っ
て
揖
斐
に
陣
屋
を

置
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
善
同
は
寛
永
二

年（
一
六
二
五
）に
実
施
さ
れ
た
美
濃
に
お

け
る
最
初
の
国
役
普
請
の
奉
行
を
務
め
て

い
ま
す
。

　

寛
永
八
年（
一
六
三
一
）父
・
善
同
の
跡

を
継
い
だ
善
政
は
、
美
濃
国
奉
行
の
職
も

引
き
継
ぎ
、
美
濃
国
内
の
幕
府
直
轄
領
・

一
五
万
九
千
石
余
を
統
轄
し
ま
し
た
。
幕
藩

体
制
の
確
立
期
で
あ
り
、
彼
の
治
政
は
そ
の

後
の
行
政
の
基
礎
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
特

に
治
水
に
関
す
る
功
績
は
大
き
く
、
普
請
の

細
部
に
至
る
基
準
は
、
後
々
ま
で「
濃
州
堤

川
除
御
普
請
仕
方
之
儀
ハ
、
百
年
以
前
岡
田

将
監
美
濃
郡
代
相
勤
候
節
、
色
々
勘
弁
吟
味

之
上
国
法
相
極
メ
置
、
連
々
御
普
請
仕
来
申

候
」（
享
保
一
七
年
辻
甚
太
郎
書
状
）と
さ
れ
、

善
同
・
善
政
父
子
が
基
盤
を
作
っ
た
国
役
普

請
制
度「
濃
州
国
法
」は
、
江
戸
時
代
前
半
の

美
濃
に
お
け
る
治
水
普
請
の
根
幹
を
成
す
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　

善
政
は
三
〇
年
近
く
美
濃
国
奉
行
を
務
め

た
後
、
幕
府
勘
定
所
の
御
勘
定
頭
に
抜
擢
さ

れ
、
延
宝
五
年（
一
六
七
七
）七
三
歳
で
没
し

て
い
ま
す
。
善
政
は
美
濃
国
奉
行
在
任
中
、

揖
斐
川
左
岸
に
、
短
い
堤
防
を
組
み
合
わ
せ

て
切
れ
目
か
ら
遊
水
地
に
水
が
入
り
破
堤
を

防
ぐ「
尻
無
堤
」を
築
き
ま
し
た
。堤
防
は「
将

監
堤
」と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
一
部
は
左
岸
河

川
敷
の
新
田
開
発
を
進
め
る
た
め
の
堤
防
で

も
あ
り
ま
し
た
。

六
分
一
役
番
所
の
変
遷

　

揖
斐
川
の
上
流
よ
り
材
木
・
薪
な
ど
を
下

流
に
運
ぶ
舟
運
は
か
な
り
古
く
か
ら
発
達
し

て
い
た
よ
う
で
、
文
禄
三
年（
一
五
九
四
）に

豊
臣
氏
の
代
官
古
田
兵
部
少
輔
が
、
材
木
六

本
に
つ
き
一
本
の
通
行
税
を
課
す
六
分
一
役

を
定
め
御
蔵
入
収
入
と
し
て
い
ま
す
。
六
分

一
役
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
も
引
き

継
が
れ
、
そ
の
番
所
は
南
方
村
に
伊
尾
川
六

分
一
役
番
所（
後
に
嶋
村
に
移
転
）、
房
嶋
村

に
小
島
川
六
分
一
役
番
所（
後
に
北
方
村
に

移
転
）の
二
カ
所
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

当
時
の
揖
斐
川
が
、
北
方
村・
房
嶋
村
境
あ

た
り
で
小
島
川（
現
本
流
）と
伊
尾
川（
の
ち

荒
川
・
五
か
村
井
水
幹
線
）の
二
川
に
分
流

岡田将監善同

揖斐陣屋図会 

二条関白蘇生の泉

将監堤が描かれた古絵図

土岐頼清・頼康の墓
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し
て
い
た
た
め
で
し
た
。
流
水

量
は
小
島
川
が
格
段
に
多
く
、

利
用
率
が
高
か
っ
た
た
め
六
分

一
役
運
上
は
、
小
島
川
の
米

一
六
石
に
対
し
て
、
伊
尾
川
が

銀
二
〇
〇
匁
と
大
き
な
差
が
あ

り
ま
し
た
。

　

六
分
一
役
番
所
は
、
近
く
の

幕
府
直
轄
領
代
官
が
管
轄
し
、

家
臣
が
配
属
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
慶
長
一
五
年（
一
六
一
〇
）

頃
か
ら
農
民
が
川
番
業
務
を
請
け
負
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。
寛
永
一
一
年（
一
六
三
四
）か

ら
は
、
小
島
川
六
分
一
役
の
運
上
米
一
六
石

を
大
垣
藩
が
一
括
し
て
幕
府
代
官
所
に
納
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
揖
斐
川

上
流
域
の
多
く
が
大
垣
藩
領
で
あ
る
た
め
、

い
ち
い
ち
川
留
め
さ
れ
て
通
行
税
を
取
り

立
て
ら
れ
る
繁
雑
さ
を
解
消
す
る
た
め
で

し
た
。伊
尾
川
六
分
一
役
番
所
に
つ
い
て
は
、

川
番
業
務
が
順
番
制
の
村
請
負
に
な
り
、
さ

ら
に
幕
末
に
は
当
番
の
村
が
入
札
請
負
に
出

す
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

当
地
域
の
舟
運
の
拠
点
は
森
前（
揖
斐
川

町
北
方
）で
、
上
流
の
北
山
筋
と
下
流
の
大

垣・
桑
名
・
名
古
屋
方
面
を
結
ぶ
物
資
の
中

継
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
上
流
は
、
横
山

（
藤
橋
地
域
）ま
で「
奥
行
舟
」と
い
う
比
較
的

小
型
の
舟
が
の
ぼ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
生
産
が
増
え
た
木
炭

の
運
送
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
森
前
か
ら

は「
せ
ど
り
舟
」と
い
う
中
型
の
舟
に
積
み
替

え
て
下
流
に
下
っ
て
い
き
ま
し
た
。

明
治
以
降
の
町
村
変
遷

　

明
治
四
年（
一
八
七
一
）一
一
月
、
大
野
・

池
田
両
郡
は
新
た
に
統
合
さ
れ
た
岐
阜
県

の
管
轄
と
な
り
、
三
輪
村（
現
揖
斐
川
町
三

輪
）に
両
郡
の
郡
役
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
三
〇
年（
一
八
九
七
）大
野
郡
が
二
分

さ
れ
、
一
部
が
本
巣
郡
に
編
入
、
そ
の
他

が
池
田
郡
と
併
せ
て
揖
斐
郡
が
誕
生
し
ま

し
た
。
こ
の
時
点
で
揖
斐
郡
に
は
、
一
六
カ

村
が
あ
り
ま
し
た
。

　

郡
役
所
が
置
か
れ
た
三
輪
は
、
中
世
の
揖

斐
城
に
始
ま
り
、
江
戸
時
代
に
は
揖
斐
藩
西

尾
氏
の
居
城
や
旗
本
岡
田
氏
の
陣
屋
が
置
か

れ
、
城
下
町
揖
斐
町
と
し
て
地
域
の
商
業
・

行
政
の
中
心
で
し
た
。
明
治
以
降
も
、
三
輪

を
含
め
た
揖
斐
川
地
区
が
商
業
地
と
し
て
発

展
し
、
現
在
で
は
、
電
機
機
器
・
食
品
工
業

な
ど
の
企
業
が
進
出
、

県
事
務
所
な
ど
公
共
機

関
が
集
ま
る
行
政
の
中

心
地
と
し
て
都
市
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
一
七
年
に

揖
斐
川
町
・
谷
汲

村
・
春
日
村
・
久
瀬

村
・
藤
橋
村
及
び
坂

内
村
の
一
町
五
村

が
合
併
、
新
し
く
揖
斐
川
町
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
新
揖
斐
川
町
は
、
広
大
な
緑

と
清
流
が
お
り
な
す
風
光
明
媚
な
景
観
や
、

イ
ワ
ナ
や
ア
マ
ゴ
、
ア
ユ
が
生
息
す
る
環
境

が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
自
然
を

生
か
し
て
、
魚
釣
り
や
水
遊
び
、
キ
ャ
ン

プ
、
ス
キ
ー
な
ど
が
楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
華
厳
寺

や
横
蔵
寺
、
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
る
伊

吹
山
山
麓
の
薬
草
な
ど
多
様
な
伝
統
文
化

を
伝
え
る
歴
史
的
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
個
性
を
生
か
し

な
が
ら「
自
然
と
歴
史
が
育
む　

ふ
れ
あ
い

と
活
力
の
あ
る
健
康
文
化
都
市
」を
め
ざ
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
参
考
文
献

『
揖
斐
川
町
史　

通
史
編
』
昭
和
四
六
年　

揖
斐
川
町

『
岐
阜
県
の
地
名
』
平
成
元
年　

平
凡
社　

『
揖
斐
川
町
勢
要
覧
』
平
成
一
九
年　

揖
斐
川
町　

　

昭
和
四
六
年（
一
九
七
一
）の
調
査
開
始
よ
り

三
七
年
の
月
日
を
経
て
、
今
年
五
月
に
徳
山
ダ
ム

が
完
成
し
ま
し
た
。
総
貯
水
量
は
六
億
六
千
万
３ｍ

で
浜
名
湖
の
約
二
倍
、
ダ
ム
湖
の
広
さ
は
諏
訪
湖

を
上
回
る
と
い
う
、
ま
さ
に
日
本
最
大
の
人
造
湖

で
す
。
流
入
量
が
多
い
時
に
水
を
蓄
え
洪
水
を
防

ぐ「
洪
水
調
節
」、
川
に
い
つ
も
一
定
の
水
が
流
れ

て
い
る
よ
う
に
流
量
を
調
節
す
る「
流
水
の
正
常
な

機
能
の
維
持
」、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生

み
出
す「
発
電
」、
新
た
な
水
源
と
し
て
の「
利
水
」

の
四
つ
の
目
的
を
持
つ
多
目
的
ダ
ム
で
、「
揖
斐

の
防
人　

濃
尾
の
水
瓶
」と
し
て
十
分
に
そ
の
機

能
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ダ
ム
湖
は
、
先
祖
伝
来
の
郷
土
と
の
離
別
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
旧
徳
山
村
の
人
々
の
意
見
を
い
れ

て「
徳
山
湖
」と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
緑
豊
か
な

徳
山
の
地
に
、多
く
の
人
々
の
思
い
が
積
み
重
な
っ

て
誕
生
し
た
広
大
な
湖
が
、
新
た
な
財
産
と
し
て
、

町
の
未
来
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
春
、

「
徳
山
ダ
ム
」が
完
成

し
ま
し
た
。

揖斐川町歴史民俗資料館展示

鮎釣り

揖斐高原



４

木
曽
三
川 

一
景
一
話

　木曽川の河口をしめす「0.0k」の河川距離標は、どこ

に設置されているのでしょうか。今回は、その場所を

確かめてみましょう。木曽川の右岸堤防を下ると、東

名阪自動車道の手前で「河口から10.0k」の標識が目に入

ります。その川側には、見慣れたコンクリート製の河

川距離標が確認されました。

　さらに下って、国道 23号名四国

道の木曽川橋梁の下をくぐり抜け

ると、右手堤防下に「明治改修着

工之地」の碑が見えます。明治20年

(1887)4月、この地点から「明治改修」

と呼ばれている木曽川下流河川改

修工事が開始されました。

　当時、この地には、木曽川の中に張り出していた横

満蔵輪中がありました。それより下流は、万延元年

(1860)の高潮洪水によって流された松蔭輪中が、荒れ

地のままとなっていましたから、横満蔵輪中の下流側

が事実上の木曽川河口でした。

　明治改修では、木曽川の流れを良くするため、横満

蔵輪中の約半分を開削して木曽川の川巾をひろげると

ともに、海へ向かって約 1,820ｍの土堤防と、その先

に約2,860ｍの石堤防が作られました。

　このとき、海中に突き出た土堤防の先端が木曽川の

河口として定められて、河川距離標「0.0ｋ」が置かれ

ました。これは、松蔭輪中の復活によって、この地点

が新たな河口となることを見越してのことでした。

　その後、この土堤防を基にして、

河口部に輪中堤が作られて「松蔭輪

中」が甦り現在の地形になりました。

これを記念した「再墾松蔭新田碑」

が、河川距離標「0.0ｋ」横の堤内地に

建立されていて、その碑文から当時

の経緯を知ることができます。

　それより先の石堤防は、「導流堤」

として木曽川の流れを良くする

ため現在も働いていて、河口の

堤防上からその全容を見ること

が出来ます。この「導流堤」は、

平成18年、土木学会選奨土木遺

産として選定されています。

　これら河口部の土堤防は、その後洪水や高潮と闘い

ながら維持されてきましたが、昭和34年（1959）の伊勢

湾台風によって、当地域は壊滅的な被害を受けました。

このため高潮の影響を受ける河口部の区域は、伊勢湾

台風級の高潮を防げるような高潮堤防として改築され

ることとなり、昭和37年度に完成しました。

　したがって、河川距離標はすべて作り替えられ現在

では、明治時代に設置された河川距離標を見ることが

出来ません。また、河川距離標の形状も高潮堤防区間

では、堤防のコンクリート壁に打込まれた「鋲」になっ

ていますから、距離を示している標識によってその存

在が確認できる状態です。

　木曽川の河川距離標「0.0ｋ」は、文字どおり河口に

ありました。堤防は河川距離標から10ｍほど先から大

きく右に曲がって、木曽川と直角の方向になります、

ここに国と三重県の杭が立てられ、河川堤防と海岸堤

防の境界が示されていました。

　木曽川の左岸に廻ってみましょう。右岸側と同様に高
潮堤防が連続していますから、河川距離標の存在は、標

識を目印にしてようやく探し当てることができます。木

曽川左岸の最下流の河川距離標は「1.8ｋ」でしたが、河口

までは、まだ100ｍほどありそうでしたから、左岸の河

口は1.7ｋというべきでしょう。この地点がかつての河

口です。ここでも堤防は大きく左に曲がって鍋田川に

はいりますが、ここには、支川鍋田川堤防との管理境

界でしょうか、管理境界杭が設置されていました。

　しかし、現在では鍋田川の河口を横断すると「木曽

岬干拓地」があります。そ

の中には自由に立ち入り

ができませんが、その先

端が現在の河口となり、

河川距離標「-2.0ｋ」が設置

されています。

今号の一景
河口の
河川距離標 0.0k

◆高潮堤防（たかしおていぼう）
台風の接近に伴う気圧低下による吸い上げ、風による吹き寄せ、高波浪等を要因とした
高潮（海面が通常より著しく上昇する現象）や越波による被害を防ぐ堤防のことです。
◆導流堤（どうりゅうてい）
砂の堆積や川の深掘れを防ぐために、川の流れを導くように河口付近に設置される堤
防のことです。

※河川に関する用語をわかりやすく

　解説します。

木曽川水系流域委員会　用語集より

右岸 10.0ｋの河川距離標

導流堤

右岸 0.0ｋの河川距離標
左岸最下流の 1.8ｋ河川距離標



揖
斐
川
の
段
木
流
送
と

簗
漁
の
変
遷

揖
斐
川
町
を
貫
流
す
る
揖
斐
川
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
流
域
の
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
続
い

た
段
木
の
流
送
は
、
上
流
の
山
村
の
貴
重
な
収
入

源
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
豊
富
な
水
量

を
利
用
し
た
電
力
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。

5

A
R
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R
T

電
力
開
発
が
進
む
揖
斐
川
上
流

　

白
山
山
地
の
冠
山
を
源
流
に
伊
勢
湾
に
注

ぐ
揖
斐
川
は
、
全
長
一
二
一
㎞
の
う
ち
上
流

半
分
が
揖
斐
川
町
内
を
流
れ
て
い
ま
す
。
平

野
部
に
出
る
ま
で
の
河
川
勾
配
が
急
で
、
流

量
も
豊
富
な
た
め
、
水
力
発
電
に
適
し
た
河

川
で
す
が
、
そ
の
利
用
状
況
は
木
曽
川
筋
な

ど
に
比
べ
る
と
開
発
途
上
に
あ
り
ま
す
。

　

揖
斐
川
本
川
筋
に
お
け
る
初
期
の
発
電

施
設
は
、
大
正
か
ら
昭
和
一
〇
年
代
に
揖

斐
川
電
気（
現
在

の
イ
ビ
デ
ン
㈱
）

が
建
設
し
た
水

路
式
発
電
所
で
、

支
川
・
広
瀬
川

（
坂
内
川
）に
西

横
山
発
電
所
ほ

か
二
カ
所
と
本

川
筋
に
東
横
山

発
電
所
を
運
用

し
て
い
ま
し
た
。
西
横
山
発
電
所
は
、
横
山

ダ
ム
の
建
設
で
水
没
し
ま
し
た
が
、
ほ
か
は

現
在
も
稼
動
し
て
い
ま
す
。

　

ダ
ム
式
発
電
所
と
し
て
は
、
昭
和
一
五
年

（
一
九
四
〇
）に
運
用
開
始
さ
れ
た
西
平
発
電

所（
西
平
ダ
ム
）が
最
初
で
、
そ
の
後
、
昭
和

二
八
年（
一
九
五
三
）に
久
瀬
発
電
所（
久
瀬
ダ

ム
）、
昭
和
三
九
年（
一
九
六
四
）に
横
山
発
電

所（
横
山
ダ
ム
）が
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
春
完
成
し
た
徳
山
ダ
ム
を
利
用
す

る
徳
山
発
電
所
が
平
成
二
六
年（
二
〇
一
四
）

に
稼
動
開
始
の
予
定
で
、
こ
れ
に
よ
り
揖
斐

川
の
電
力
開
発
が
大
き
く
進
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。

上
流
か
ら
宮
前
ま
で
の
段
木
流
送

　

電
力
開
発
が
進
み
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
以

前
の
揖
斐
川
は
、
木
曽
川
・
長
良
川
と
同
様

に
木
材
の
流
送
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
揖

斐
川
流
域
は
、
木
曽
川
流
域
の
よ
う
な
檜
な

ど
の
美
林
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
雑
木
か
ら

挽
出
す
る「
段
木（
だ
ん
ぼ
く
、
つ
だ
）」と
呼

ば
れ
る
薪
材
が
主
要
な
林
業
生
産
品
で
し

た
。
段
木
の
語
源
は
、
も
と
も
と
年
貢
米
の

代
わ
り
に
大
垣
藩
に
納
め
て
い
た「
殿
木
」が

変
じ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
揖
斐
川
上
流

域
か
ら
流
さ
れ
た
段
木
は
、
当
地
域
の
舟
運

の
拠
点
で
あ
っ
た
森
前（
揖
斐
川
町
北
方
）で
収

拾
し
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
以
降

は
、
揖
斐
川
段
木

会
社
が
、「
伐き

り
こ子
」

と
契
約
し
て
段
木

を
買
い
集
め
て
下

流
の
消
費
地
に
運

び
ま
し
た
。
伐
子

に
は
段
木
づ
く
り

を
専
業
と
し
て
い

た「
杣そ
ま

」の
ほ
か
、
農
業
の
合
間
に
山
に
入
る

農
民
が
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
伐
子
は
、
伐

り
出
す
量
に
応
じ
て
仕
入
金
と
称
す
る
前
借

り
を
し
て
、生
活
費
や
税
金
に
当
て
ま
し
た
。

　

旧
徳
山
村
な
ど
の
農
民
は
、
雪
解
け
と
と

も
に
山
に
入
っ
て
伐
り
出
す
の
に
適
し
た
木

に
印
を
付
け
て
廻
り
ま
し
た
。山
見
を
終
え
、

わ
ず
か
な
田
仕
事
を
す
ま
せ
る
と
土
用
の
丑

ま
で
自
分
の
印
を
付
け
た
木
を
切
り
倒
す

「
根
切
り
」に
従
事
し
ま
す
。
土
用
の
丑
ま
で

と
限
っ
た
の
は
、
こ
の
時
期
を
過
ぎ
る
と
木

が
水
を
吸
っ
て
重
く
な
り
流
送
中
に
沈
む
も

の
が
多
く
な
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
根
切
り

を
終
え
る
と
田
仕
事
に
戻
り
、
七
月
末
に
再

び
山
に
入
っ
て
倒
し
た
木
を
細
か
く
刻
ん
で

二
尺
二
寸（
約
七
〇
㎝
）の
段
木
に
し
ま
す
。

段
木
は
、
よ
く
乾
か
す
必
要
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
日
当
た
り
の
良
い
平
ら
な
場
所
に
積

ん
で
お
き
ま
す
。
こ
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て

伐
り
出
す「
春
伐
り
」に
対
し
て
、
秋
の
彼
岸

頃
に
根
切
り
を
し
て
、
一
一
月
頃
ま
で
に
段

木
に
す
る「
秋
伐
り
」も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

積
ま
れ
た
段
木
を
段
木
会
社
が
帳
面
に

つ
け
て
い
き
、
こ
れ
が
受
け
渡
し
と
な
り

揖斐川（揖斐川地域）

イビデン東横山発電所

段木
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ま
す
。
受
け
渡
し
が
終
わ
っ
た
段
木
を
谷

川
に
落
と
し
、
揖
斐
川
ま
で
川
出
し
す
る

の
も
伐
子
の
仕
事
で
一
二
月
に
い
っ
せ
い

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
量
の
少
な
い
谷
川

で
は
、
水
を
堰
と
め
一
気
に
流
し
て
そ
の

流
勢
で
段
木
を
押
し
流
す「
鉄
砲
」と
い
う

方
法
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

段
木
の
川
下
げ
と
川
揚
げ

　

川
出
し
さ
れ
た
段
木
を
森
前
ま
で
流
す
川

下
げ
作
業
は
、
段
木
会
社
よ
っ
て
一
二
月
か

ら
正
月
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
段
木
は
、

長
い
時
間
水
に
浸
か
る
と
に
沈
ん
で
し
ま
う

の
で
短
期
間
に
流
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、

各
谷
か
ら
い
っ
せ
い
に
落
と
さ
れ
た
段
木
は

揖
斐
川
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
簡
単
に
流
れ

て
い
く
も
の
で
は
な
く
、
川
に
入
っ
て
押
し

出
し
た
り
、
岸
の
岩
に
ひ
っ
か
か
っ
た
段
木

を
取
り
出
す
作
業
が
必
要
で
し
た
。
腰
ま
で

水
に
浸
か
っ
て
行
う
川
下
げ
は
、
危
険
で
重

労
働
で
し
た
か

ら
徳
山
の
屈
強

な
若
者
二
〜

三
〇
人
ほ
ど
が

会
社
に
雇
わ
れ

て
従
事
し
ま
し

た
。
徳
山
で
落

と
し
て
か
ら

森
前
に
着
く

ま
で
一
五
〜

二
〇
日
か
か

り
、
川
面
い
っ

ぱ
い
に
段
木

が
流
れ
て
い
く
光
景
は
壮
観
な
も
の
で
多
く

の
見
物
人
が
出
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

流
さ
れ
た
段
木
は
、
森
前
の
川
岸
に
設
け

ら
れ
た
土
場（
段
木
置
場
）に
川
揚
げ
さ
れ
ま

し
た
。
川
に
は
、
流
れ
着
い
た
段
木
を
留

め
る
た
め
の
猪
の
子
を
組
ん
だ
段
木
留
が

対
岸
ま
で
続
き
、
途
中
に
舟
が
通
れ
る
よ
う

に
食
い
違
い
が
設
け
て
あ
り
ま
し
た
。
段
木

留
の
上
流
部
に
溜
ま
っ
た
段
木
は
、
長
い
鳶

口
を
使
っ
て
舟
に
引
き
上
げ
土
場
に
運
び
ま

し
た
。
こ
の
川
揚
げ
作
業
に
は
約
一
カ
月
か

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
段
木
流
し
は
、
道
路
の
整
備
や
、
発

電
所
建
設
に
よ
っ
て
昭
和
七
年
頃
に
姿
を
消

し
ま
し
た
。揖

斐
川
の
簗
漁
の
歴
史

　

揖
斐
川
の
冬
の
風
物
詩
で
あ
っ
た
段
木

流
し
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
夏
の
鮎
の
簗

漁
は
時
代
を
追
う
ご
と
に
盛
ん
に
な
り
ま

し
た
。
簗
は
、鮎
が
成
長
し
て
八
〜
九
月
頃
、

産
卵
の
た
め
下
流
に
下
る
と
こ
ろ
を
、
川
に

竹
や
杭
な
ど
で
堰
を
作
っ
て
流
れ
を
一
カ
所

に
集
め
竹
の
簀
を
敷
い
て
そ
こ
に
落
ち
る

鮎
を
捕
ま
え
る
仕
掛
け
で
、
そ
の
歴
史
は

江
戸
時
代
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
揖
斐

川
で
最
も
古
い
簗
は
房
嶋
簗
で
、
文
禄
三
年

（
一
五
九
四
）古
田
兵
部
少
輔
が
河
川
運
上
改

を
行
っ
た
際
、
房
嶋
簗
場
は
六
分
一
役
運
上

に
含
ま
れ
、
以
後
、
運
上
簗
と
称
し
ま
し
た
。

房
嶋
簗
の
起
源
に
つ
い
て
、『
美
濃
国
諸
旧

記
』に
正
平
八
年
＝
文
和
二
年（
一
三
五
三
）

の
後
光
厳
院
小
島
行
幸
の
折
、
清
水
郷
士
杉

原
与
左
衛
門
が
鮎
を
献
上
し
て
、杭
瀬
川（
揖

斐
川
）の
漁
業
権
を
得
た
と
い
う
話
が
載
っ

て
い
ま
す
。
真
偽
は
と
も
か
く
、
中
世
末
期

に
は
房
嶋
簗
が
独
占
的
な
漁
業
権
を
獲
得
し

て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代

を
通
し
て
房
嶋
簗
は
簗
打
ち
の
独
占
権
を

持
ち
、
そ
の
権
利
は
年
限
り
で
入
札
に
か

け
ら
れ
、
鮎
の
獲
れ
高
に
か
か
わ
ら
ず
落
札

し
た
額
面
通
り
の
運
上
金
を
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。明
治
に
な
っ
て
か
ら
は
、

鑑
礼
制
と
な
り
簗
の
数
が
増
え
ま
し
た
。

現
在
の
観
光
や
な

　

木
曽
三
川
で
は
、
長
良
川
の
鮎
が
有
名
で

す
が
、
揖
斐
川
の
鮎
も
か
な
り
の
漁
獲
量
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
揖
斐
川
の
水
は
、
長
良
川

に
比
べ
て
水
温
が
低
く
流
れ
が
速
い
の
で
、

鮎
の
生
育
は
遅
い
も
の
の
身
が
締
ま
っ
て
味

が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
岐

阜
の
市
場
に
漁
師
が
持
ち
込
ん
で
取
引
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
八
月
上
旬
ま
で
は
長
良
川

産
が
高
値
で
、
八
月
下
旬
か
ら
は
揖
斐
川
産

が
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

太
平
洋
戦
争
後
は
、
河
川
の
砂
利
採
取

や
水
質
の
変
化

に
よ
っ
て
鮎
の

産
卵
に
適
し
た

場
所
が
少
な
く

な
り
天
然
鮎
が

減
少
し
た
の
に

対
し
、
消
費
量

は
増
え
る
傾
向

に
あ
り
ま
し
た

か
ら
、
昭
和
二
四
年
頃
か
ら
稚
鮎
を
琵
琶
湖

か
ら
購
入
し
て
放
流
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

当
初
は
年
間
一
〇
〇
㎏
（
五
万
匹
）
ほ
ど
で

し
た
が
、
今
で
は
毎
年
二
五
〇
〇
㎏
程
度

が
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
漁
業
者
は
揖
斐
川

中
部
漁
業
組
合
に
所
属
し
て
お
り
、
テ
イ
ナ

網
・
投
網
・
釣
り
な
ど
の
漁
法
で
漁
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
簗
と
言
え
ば
も
っ
ぱ
ら「
観
光

や
な
」
を
指
し
、
揖
斐
川
町
内
で
は
揖
斐
川

に
六
カ
所
が
営
業
し
て
い
る
ほ
か
、
根
尾
川

に
三
カ
所
、
坂
内
川
に
一
カ
所
の
観
光
や
な

が
あ
り
ま
す
。
七
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て

の
シ
ー
ズ
ン
中
は
、
簗
で
鮎
の
つ
か
み
獲
り
に

夢
中
に
な
る
親
子
連
れ
や
、
涼
し
げ
な
川
沿
い

で
鮎
料
理
を
楽
し
む
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

■
参
考
文
献

『
揖
斐
川
町
史　

通
史
編
』
昭
和
四
六
年　

　

揖
斐
川
町

『
揖
斐
川
』
昭
和
五
四
年　

揖
斐
郡
教
育
会

『
木
曽
三
川
流
域
史
』
平
成
四
年　

　

建
設
省
中
部
地
方
整
備
局

森前土場（揖斐川町歴史民俗資料館展示）

観光やな

観光やな
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伝
説
に
彩
ら
れ
た
谷
汲
の
名
刹
と
、

町
を
あ
げ
て
の「
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
」

見
事
な
紅
葉
が
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
山
々
と
、
そ
の

合
間
を
縫
っ
て
走
る
渓
流
。
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
揖
斐
川
町
で
、
秋
の
風
情
た
だ
よ
う
古
刹
を
訪
ね

て
み
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
季
節
に
は
全
国
か
ら
市

民
ラ
ン
ナ
ー
が
集
う
、伝
統
の「
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
」

も
開
催
さ
れ
ま
す
。 気

ま
ま
にJO

U
R
N
EY

　

奥
深
い
山
々
が
連
な
り
、
そ
の
谷

間
を
幾
筋
も
の
渓
流
が
流
れ
る
揖
斐

川
町
に
は
、
揖
斐
峡
、
小
津
渓
谷
、

不
動
滝
、
花
房
滝
、
夜
叉
ケ
池
な

ど
、
素
晴
ら
し
い
景
勝
地
が
列
挙
で

き
な
い
ほ
ど
点
在
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
山
里
な
ら
で
は
の
風
情
漂
う

温
泉
や
、
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た

釣
り
、
キ
ャ
ン
プ
、
ス
キ
ー
な
ど
の

ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
施
設
も
数
多

く
、
ま
さ
に
大
自
然
を
満
喫
で
き
る

エ
リ
ア
で
す
。

　

こ
う
し
た
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

揖
斐
川
町
で
す
が
、
歴
史
的
遺
産
に

も
見
る
べ
き
も
の
が
豊
富
な
地
域

で
、
全
国
的
に
高
名
な
寺
院
に
貴
重

な
文
化
財
が
残
っ
て
い
ま
す
。

西
国
三
十
三
番
満
願
霊
場
・
華
厳
寺

　

岐
阜
市
方
面
か
ら
国
道
一
五
七

号
を
北
上
し
て
、
谷
汲
山
大
橋
で

根
尾
川
を
渡
る
と
揖
斐
川
町
の
北

東
部・
谷
汲
地
域
に
入
り
ま
す
。
県

道
を
し
ば
ら
く
進
む
と
谷
汲
山
華

厳
寺
の
門
前
に
到
着

で
す
。
華
厳
寺
と
言

わ
れ
て
ピ
ン
と
こ
な

い
人
で
も「
た
に
ぐ
み

さ
ん
」な
ら
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

こ
こ
は
、
巡
礼
の
終

着
地・
西
国
三
十
三
番

満
願
霊
場
。
信
仰
の

対
象
と
し
て
の
重
み

と
と
も
に
、
四
季
折
々

に
多
彩
な
表
情
を
見

せ
て
観
光
客
を
引
き
つ
け
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
お
店
が
道
の
両
側
に
ひ
し
め

く
長
い
参
道
を
、
気
に
な
る
お
店
に
立
ち
寄

り
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
散
策
す
る
の
も
観
光
に

は
欠
か
せ
な
い
楽
し
み
で
す
。
参
道
の
先
、

左
右
に
大
き
な
草
履
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
仁

王
門
を
く
ぐ
る
と
、
た
く
さ
ん
の
灯
籠
と
奉

納
の
ぼ
り
が
立
ち
、
満
願
成
就
の
寺
ら
し
い

た
た
ず
ま
い
。
巡
礼
者
は
本
堂
の
柱
に
あ
る

「
精
進
落
と
し
の
鯉
」に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り

精
進
生
活
か
ら
開
放
さ
れ
る
気
持
ち
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

華
厳
寺
の
創
建
は
、
平

安
京
遷
都
か
ら
間
の
な
い

延
暦
一
七
年（
七
九
八
）、

開
祖
は
豊
然
上
人
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
官

道
・
東
山
道
か
ら
北
に
そ

れ
た
こ
の
地
に
、
な
ぜ
こ

れ
だ
け
の
寺
院
が
建
立
さ

れ
た
の
か
見
当
が
つ
き
ま

せ
ん
が
、
そ
の
縁
起
は
伝

説
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

奥
州
会
津
の
大
領
が
、

苦
行
の
末
、
霊
木
を
手
に
入
れ
、
京
で
十
一

面
観
世
音
像
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
観

音
像
を
奥
州
へ
運
ん
で
い
こ
う
と
し
ま
す

と
、
観
音
像
は
、
御
笠
を
被
り
、
わ
ら
じ
を

履
い
て
自
ら
歩
き
出
し
ま
し
た
。
途
中
、
赤

坂（
大
垣
市
赤
坂
）に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
、

観
音
像
は
立
ち
止
ま
り
、「
遠
く
奥
州
の
地

に
は
行
か
な
い
。
我
、
こ
れ
よ
り
北
五
里
の

山
中
に
結
縁
の
地
が
あ
り
、
其
処
に
て
衆
生

を
済
度
せ
ん
」と
述
べ
ら
れ
、
北
に
向
か
っ

て
歩
き
出
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
谷
汲
の
地

に
辿
り
着
い
た
時
、観
音
像
は
歩
み
を
止
め
、

一
歩
も
動
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
大
領
は
こ

の
地
こ
そ
が
結
縁
の
地
だ
ろ
う
と
思
い
、
山

中
に
庵
を
結
び
、
近
く
に
住
む
豊
然
上
人
と

力
を
合
わ
せ
て
山
谷
を
開
き
、
堂
宇
を
建
て

て
尊
像
を
安
置
し
奉
り
ま
し
た
。

美
濃
の
正
倉
院
・
横
蔵
寺　

　
「
た
に
ぐ
み
さ
ん
」か
ら
西
の
さ
ら
に
奥

ま
っ
た
山
中
に
た
た
ず
む
両
界
山
横
蔵
寺

は
、
岐
阜
県
屈
指
の
紅
葉
の
名
所
。
燃
え
る

よ
う
な
赤
と
秋
の
青
空
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は

息
を
の
む
美
し
さ
、
対
象
的
に
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
闇
に
浮
か
ぶ
赤
は
し
っ
と
り
と
し
て

幻
想
的
で
す
。

　

横
蔵
寺
も
寺
伝
に
よ
れ
ば
創
建
が
延
暦

二
二
年（
八
〇
三
）と
い
う
古
刹
で
す
。
縁
起

で
は
、
最
澄
が
桓
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て

比
叡
山
延
暦
寺
を
開
き
、
五
山
を
建
立
し
た

華厳寺

華厳寺

横蔵寺
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気
ま
ま
にJO

U
R
N
EY

気ままにJOURNEY

そ
の
一
つ
で
、
本
尊
の
薬
師
如
来
は
最
澄
の

彫
刻
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
薬
師
如
来
に
も
華
厳
寺
の
観
音
像
と

よ
く
似
た
由
緒
が
残
っ
て
い
ま
す
。最
澄
は
、

比
叡
山
の
本
尊
を
彫
っ
た
霊
木
の
余
材
で
仏

様
を
彫
り
、
そ
れ
を
祀
る
場
所
を
探
し
て
各

地
を
旅
し
、
こ
の
地
で
休
息
し
て
い
る
と
仏

様
が
横
に
臥
せ
て
し
ま
い
起
こ
そ
う
と
し
て

も
び
く
と
も
動
き
ま
せ
ん
。そ
こ
で
最
澄
が
、

「
仏
が
こ
の
山
中
に
留
ま
り
た
い
と
お
考
え

な
ら
、
こ
の
地
に
安
置
し
ま
し
ょ
う
。」と
言

い
ま
す
と
、
仏
様
は
自
ら
起
き
あ
が
っ
た
そ

う
で
す
。

　

横
蔵
寺
は
、
木
造
深
沙
大
将
立
像
や
木
造

大
日
如
来
坐
像
、
木
造
十
二
神
将
立
像
な
ど

二
二
体
の
国
重
要
文
化
財
を
は
じ
め
数
多
く

の
仏
像
・
絵
画
・
書
籍
を
所
蔵
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
美
濃
の
正
倉
院
」と
も
言
わ
れ
、

舎
利
堂
に
安
置
さ
れ
た
妙
心
法
師
の
ミ
イ
ラ

で
も
有
名
で
す
。

伝
統
の
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン

　

谷
汲
地
域
の
古
刹
が
紅
葉
の
名
所
と
し
て

多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
季
節
に
、
揖
斐
川

町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト「
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。昭
和
六
三
年（
一
九
八
八

年
）に
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
時
は
、

東
海
三
県
で
初
め
て
の
日
本
陸
上
競
技
連
盟

公
認
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
と
し
て
注
目
を
集
め
ま

し
た
。
以
来
、
毎
年
、
全
国
か
ら
市
民
ラ
ン

ナ
ー
が
、
揖
斐
川
沿
い
の
コ
ー
ス
を
駆
け
ぬ

け
て
い
き
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
市
民
マ
ラ
ソ
ン
の
大
会
が
全
国

各
地
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
中

で
、
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
は
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
が
激
し
く
、
タ
イ
ム
が
出
に
く
い

コ
ー
ス
で
す
。
そ
れ
で
も
、
全
国
の
マ
ラ
ソ

ン
愛
好
家
の
間
で
は
、
非
常
に
評
判
の
良
い

大
会
で
、
参
加
者
か
ら
は
、「
給
水
、
給
食

が
充
実
し
て
い
る
」「
お
風
呂
に
す
ぐ
入
れ

る
」な
ど
運

営
面
で
の

心
づ
か
い

を
称
賛
す

る
声
が
聞

か
れ
ま
す
。

一
四
〇
〇

名
を
こ
え

る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が

「
参
加
し
た
人
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
、
温

か
い
対
応
」を
合
い
言
葉
に
運
営
を
支
え
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
ラ
ン
ナ
ー
の
み
な
さ
ん

が
一
様
に
口
に
す
る
の
が
、「
沿
道
の
声
援

が
す
ご
く
、
励
み
に
な
っ
た
」と
い
う
言
葉

で
す
。
そ
の
応
援
は「
日
本
の
ボ
ス
ト
ン
マ

ラ
ソ
ン
」と
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
、
町
民

が
こ
ぞ
っ
て
沿
道
で
声
援
に
声
を
か
ら
し
ま

す
。
主
催
す
る
揖
斐
川
町
で
は
、
小
中
学
校

が
登
校
日
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
手
作
り

の
横
断
幕
や
メ
ガ
ホ
ン
を
手
に
、
楽
器
演
奏

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
で
応
援
、
大
会

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
、
第
二
一
回
大
会
が
一
一
月
九
日

に
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

日
は
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る「
い
び

が
わ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」も
同
時
開
催
。
加
え

て
、
揖
斐
川
町
の
魅
力
を
満
喫
で
き
る
観
光

地
へ
無
料
バ
ス
も
運
行
さ
れ
ま
す
。
伊
吹

山
の
麓
で
薬
草
を
使
っ
た
薬
草
風
呂
が
堪
能

で
き
る「
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
」、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
が
あ
る「
星

の
ふ
る
さ
と・
藤
橋

城
」、
そ
し
て
谷
汲

も
み
じ
ま
つ
り
へ
と

思
い
思
い
に
足
を
の

ば
し
て
、
身
も
心
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

秋
の
休
日
を
楽
し
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

星のふるさと・藤橋城

横蔵寺
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台
風
災
害
史
上
最
大
の
被
害
を

も
た
ら
し
た
伊
勢
湾
台
風

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
超
大
型
台
風
に

成
長
し
た
第
一
五
号
台
風
は
、
伊
勢
湾
沿
岸

一
帯
に
想
像
を
絶
す
る
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
史
上
最
大
の
被
害
を
出
し
た

背
景
に
は
、
台
風
の
規
模
と
と
も
に
、
い
く

つ
も
の
悪
条
件
が
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。

島
付
近
で
発

生
し
た
弱
い

熱
帯
性
低
気

圧
が
、
急
速

に
発
達
し
て

二
二
日
九
時

に
は
台
風
第

一
五
号
と
な

り
、
二
六
日

六
時
に
は
、

潮
岬
の
南
南
西

お
よ
そ
五
二
〇
㎞
の
海
上
に
到
達
、
速
度
を

増
し
な
が
ら
毎
時
三
五
㎞
で
北
に
向
か
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
中
心
気
圧
は
九
二
〇
hPa（
ヘ
ク

ト
パ
ス
カ
ル
）、
最
大
風
速
毎
秒
六
〇
ｍ
、

暴
風
圏
は
、
東
側
が
半
径
四
〇
〇
㎞
、
西

側
が
半
径
三
〇
〇
㎞
に
お
よ
び
、
昭
和
九

年（
一
九
三
四
）室
戸
台
風
、
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
）枕
崎
台
風
に
次
ぐ
超
大
型
台
風

へ
発
達
し
ま
し
た
。

　

東
海
地
方
で
は
、
前
年
の
昭
和
三
三
年

（
一
九
五
八
）狩
野
川
台
風
に
よ
っ
て
伊
豆
半

島
が
大
災
害
を
被
り
、
伊
勢
湾
岸
で
も
六
年

前
の
昭
和
二
八
年（
一
九
五
三
）に

は
第
一
三
号
台
風
が
潮
岬
の
東
に

上
陸
し
伊
勢
湾・
三
河
湾
で
大
災
害

を
被
り
、
そ
の
災
害
の
痛
手
か
ら

立
ち
直
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
東
海
か
ら
近
畿

に
か
け
て
の
沿
岸
域
で
は
、
真

剣
に
台
風
の
進
路
を
見
守
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
台
風
が
こ

の
ま
ま
北
進
し
紀
伊
水
道
の
西
側
を
通
過
す

る
と
大
阪
湾
が
、
ま
た
、
東
に
進
路
を
変
え

潮
岬
か
ら
北
東
に
進
む
と
伊
勢
湾
が
、
と
も

に
夜
の
満
潮
時
と
重
な
る
た
め
高
潮
に
よ
る

重
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
た
め
で
す
。

高
潮
災
害
へ
最
悪
の
コ
ー
ス

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
二
六
日
一
四
時
に
は

紀
伊
水
道
の
南
約
二
〇
〇
㎞
の
海
上
に

達
し
、
ま
す
ま
す
勢
力
を
強
め
、
六
年
前

の
昭
和
二
八
年（
一
九
五
三
）伊
勢
湾
沿
岸
に

大
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
第
一
三
号
と
同

様
な
コ
ー
ス
を
辿
り
始
め
ま
し
た
。

　

台
風
第
一
三
号
は
、
潮
岬
の
東
を
通
り
尾

鷲
付
近
を
過
ぎ
て
か
ら
、
や
や
東
向
き
に

進
路
を
変
え
て
伊
勢
湾
口
を
横
断
し
、
知

多
半
島
の
先
端
を
か
す
め
て
三
河
湾
を
北

東
に
縦
断
し
ま
し
た
。
上
陸
時
の
中
心
気

圧
は
九
五
三
hPa
で
し
た
。

　

一
方
、
伊
勢
湾
台
風
は
、
一
八
時
過
ぎ

潮
岬
の
西
方
お
よ
そ
一
五
㎞
の
地
点
に
上

陸
、
潮
岬
で
は
最
低
気
圧
九
二
九
・五
hPa

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
）の
枕
崎
台
風
に
次
ぐ
戦
後
二
番

目
の
低
い
気
圧
を
記
録
し
ま
し
た
。

  

一
九
時
に
は
奈
良
県
と
和
歌
山
県
の
県
境

に
進
み
、
二
〇
時
、
奈
良
県
中
部
。
二
一

時
に
は
鈴
鹿
峠
付
近
を
通
過
し
て
伊
勢
湾

に
最
も
接
近
し
、
二
二
時
に
は
岐
阜
の
西

北
に
達
し
て
、
伊
勢
湾
に
と
っ
て
最
悪
で

史
上
最
大
の
伊
勢
湾
台
風
発
生

　

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
二
一
時

三
五
分
、
伊
勢
湾
台
風
が
名
古
屋
港
に
最

も
接
近
し
た
時
刻
で
す
。
死
者・
行
方
不
明

者
五
〇
九
八
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
大
災

害
。
平
成
七
年
一
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災
発

生
ま
で
は
、
戦
後
最
大
の
自
然
災
害
と
呼
ば

れ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

の
ち
に「
伊
勢
湾
台
風
」と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
台
風
第
一
五
号
は
、
昭
和
三
四

年（
一
九
五
九
）九
月
二
一
日
マ
リ
ア
ナ
群

三川河口部の浸水状況

台風経路図

台風経路図
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あ
る
伊
勢
湾
の
西
側
を
北
東
へ
の
コ
ー
ス

を
と
り
ま
し
た
。勢
力
は
ほ
と
ん
ど
衰
え
ず
、

中
心
気
圧
は
九
四
五
hPa
で
し
た
。

　

台
風
は
そ
の
後
も
進
路
を
ほ
と
ん
ど
変
え

ず
、
二
三
時
に
は
岐
阜
県
白
川
村
付
近
を
通

り
、
二
七
日
〇
時
に
は
富
山
の
東
を
通
っ
て

中
心
気
圧
は
九
六
〇
hPa
、
毎
時
七
五
㎞
の
速

度
で
日
本
海
に
抜
け
ま
し
た
。

異
常
な
高
潮　

三
・
八
九
メ
ー
ト
ル

　

岐
阜
で
は
南
南
東
の
平
均
風
速
毎
秒

三
二
ｍ
。
名
古
屋
で
は
南
南
東
の
平
均
風

速
毎
秒
三
七
ｍ
、
瞬
間
最
大
風
速
は
毎
秒

四
五
・七
ｍ
を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
名

古
屋
気
象
台
開
設
以
来
の
記
録
で
し
た
。

　

台
風
が
潮
岬
に
上
陸
し
た
の
が
一
八
時
、

富
山
か
ら
日
本
海
に
抜
け
た
の
が
二
七
日

〇
時
、
実
に
六
時
間
で
中
部
地
方
を
縦
断

し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
平
均
速
度
は
毎

時
六
五
㎞
で
し
た
。

　

台
風
に
吹
き
込
む
風
は
反
時
計
回
り
で
す

か
ら
、
伊
勢
湾
で
は
台
風
が
西
側
を
北
上
し

た
場
合
に
南
風
が
吹
き
続
け
高
潮
が
起
こ
り

ま
す
。
高
潮
の
大
き
さ
は
、
風
に
よ
る「
吹

き
寄
せ
効
果
」と
気
圧
に
よ
る「
吸
い
上
げ
効

果
」に
よ
っ
て
生

じ
る
潮
位
偏
差

で
表
さ
れ
ま
す
。

　

吹
き
寄
せ
に

よ
る
海
面
上
昇

は
風
速
の
二
乗

に
比
例
し
、
吸
い

上
げ
に
よ
る
海

面
上
昇
は
気
圧
が
一
hPa
低
く
な
る
と
約
一
㎝

上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
台
風

の
進
路
と
最
大
風
速
と
中
心
気
圧
が
高
潮
の

大
き
さ
を
左
右
し
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

二
六
日
二
一
時
三
五
分
、
名
古
屋
港
で
は

三
・八
九
ｍ
の
潮
位
を
記
録
し
ま
し
た
。

昭
和
二
八
年
第
一
三
号
台
風
の
潮
位
は

二
・三
三
ｍ
で
し
た
か
ら
こ
れ
を
大
き
く
上

ま
わ
り
ま
し
た
。
偏
差
は
三
・五
五
ｍ
で
第

一
三
号
台
風
の
一
・三
一
ｍ
の
実
に
三
倍
の

偏
差
と
な
っ
て
現
れ
ま
し
た
。

巨
大
台
風　

類
を
見
な
い
気
圧
の
低
さ

　

木
曽
三
川
下
流
部
を
中
心
と
し
て
半
径

一
五
〇
㎞
の
範
囲
内
に
接
近
し
た
台
風
は

七
七
個（
一
九
五
一
年
以
降
）、
そ
の
う
ち
最

低
気
圧
が
九
〇
〇
hPa
以
下
の
大
型
台
風
は
、

昭
和
五
四
年（
一
九
七
九
）第
二
〇
号
台
風
の

八
七
〇
hPa
を
筆
頭
に
八
個
あ
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
台
風
は
上
陸
時
点
で
は
勢
力
を
弱

め
、
中
心
気
圧
も
九
四
五
hPa
以
上
に
上
昇
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま

ま
上
陸
し
た
最
初
の
台
風
が
伊
勢
湾
台
風

で
し
た
。
最
低
気
圧
は
八
九
五
hPa
、
潮
岬
へ

の
上
陸
時
は
九
二
九
hPa
で
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
三
六
年（
一
九
六
一
）に
は
第
二
室
戸
台

風
が
発
生
し
、
最
低
気
圧
八
九
〇
hPa
、
上
陸

時
で
は
九
二
五
hPa
を
記
録
し
、
伊
勢
湾
台
風

を
僅
か
に
上
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は

昭
和
二
六
年（
一
九
五
一
）以
降
の
こ
と
で

す
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
著
名
な
台
風
と
し

て
、
昭
和
九
年（
一
九
三
四
）の
室
戸
台
風

九
一
一
・六
hPa
。
昭
和
二
〇
年（
一
九
四
五
）

の
枕
崎
台
風
九
一
六・三
hPa
が
あ
り
ま
す
。

名
古
屋
港
の
満
潮
時
と
三
時
間
差

　

伊
勢
湾
台
風
が
名
古
屋
港
に
最
も
接
近
し

た
の
は
二
六
日
二
一
時
三
五
分
、
こ
の
日
の

満
潮
時
間
は
二
七
日
〇
時
四
五
分
で
し
た

か
ら
約
三
時
間
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
当
日
の
月
齢
は
二
四
・〇
で
、
小
潮
に

近
い
状
態
で
し
た
。
こ
の
時
の
台
風
の
影
響

を
考
え
な
い
時
の
名
古
屋
港
の
推
定
満
潮

位
は
標
高
〇
・五
八
ｍ
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ

る
最
高
潮
位
発
生
時
の
推
算
潮
位
は
標
高

〇
・三
四
ｍ
と

推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

海
水
面
は

一
定
で
は
な

く
常
に
変
動

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な

海
水
面
の
変

動
は
、地
球
・

月
・
太
陽
の
位

置
の
変
化
に
と
も
な
う
半
月
周
期
の
変
動

と
、
半
日
周
期
の
変
動
が
あ
り
ま
す
。

　

半
月
周
期
の
変
動
で
は
、
一
日
の
潮
位
差

が
最
も
大
き
い
時
を
大
潮
と
言
い
、新
月（
旧

暦
一
日
）と
望
月（
旧
暦
一
五
日
）に
起
こ
り
、

満
潮
位
が
最
も
高
く
な
り
ま
す
。
逆
に
上
弦

や
下
弦
で
は
、
一
日
の
潮
位
差
が
小
さ
く
小

潮
と
呼
び
、
満
潮
位
も
低
く
な
り
ま
す
。

　

半
日
周
期
の
変
動
で
は
、
月
や
太
陽
が

最
大
高
度
と
な
る
時
間
付
近
で
発
生
し
ま

す
が
、
そ
の
周
期
は
一
二
時
間
二
五
分
程
度

で
す
。

　

従
っ
て
、
海
水
面
が
高
い
大
潮
の
満
潮

時
に
台
風
が
接
近
す
る
と
、
大
き
な
高
潮

と
な
り
、
干
潮
時
で
は
潮
位
が
低
く
高
潮
の

影
響
が
小
さ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
〇
年
の
名
古
屋
港
の
予
定
潮
位
を

見
ま
す
と
、最
高
満
潮
位
は
標
高
一・二
九
ｍ
、

月
別
で
は
九
月
、
一
〇
月
が
最
も
高
く
、
最

も
低
い
一
月
で
は
標
高
〇
・九
四
ｍ
。
最
低

満
潮
位
は
二
月
、
三
月
で
標
高
〇
・〇
四
ｍ

と
推
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

名古屋港の潮位曲線

海面上昇のエネルギー

木曽三川接近台風の気圧別分布図（最大時）

我が国へ上陸した台風の中心気圧　ワースト 10
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ト

　

一
方
、
干
潮
位
は
、
最
低
干
潮
位
が
標

高
マ
イ
ナ
ス
一
・六
三
ｍ
、
最
高
干
潮
位
が

標
高
〇・三
五
ｍ
で
、
八
月
、
九
月
が
高
く
、

一
二
月
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
高
満
潮
位
と
最
低
干
潮
位
の
差
は
、
実

に
二
・九
二
ｍ
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
高
潮
の

影
響
を
受
け
る
沿
岸
地
域
で
は
、
台
風
の
通

過
時
間
と
潮
位
の
関
係
は
極
め
て
重
要
な
こ

と
で
す
。

内
陸
部
で
は
大
風
水
害

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
河
口
部
の
高
潮
災
害
に

と
ど
ま
ら
ず
、
内
陸
部
に
お
い
て
も
強
風
と

豪
雨
に
よ
っ
て
、
台
風
の
進
路
に
近
い
揖
斐

川
・
長
良
川
を
中
心
に
大
災
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　

二
六
日
一
八
時
、
台
風
が
潮
岬
の
西
に
上

陸
し
た
頃
、岐
阜
で
は
気
圧
が
九
八
一・六
hPa

に
低
下
し
、
北
東
の
風
が
強
ま
り
最
大
風
速

は
毎
秒
一
四
・四
ｍ
を
記
録
し
、
急
速
に
気

圧
が
低
下
す
る
と
と
も
に
、
風
向
も
東
風
か

ら
南
風
に
変
わ
り
、二
六
日
二
一
時
一
五
分
、

東
南
東
の
瞬
間
最
大
風
速
毎
秒
四
四
・二
ｍ

を
記
録
し
ま
し
た
。

　

暴
風
は
二
二
時
二
〇
分
、
南
南
東
の
最
大

風
速
毎
秒
三
二
・五
ｍ
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に

低
下
し
ま
し
た
が
、
二
〇
時
か
ら
四
時
間
に

わ
た
っ
て
毎
秒
一
五
ｍ
以
上
の
強
風
が
吹
き

続
け
ま
し
た
。

　

台
風
の
進
路
に
あ
た
っ
た
白
鳥（
郡
上
市
）

で
は
、二
三
時
に
最
大
風
速
毎
秒
一
七・五
ｍ
、

高
山
で
は
、
二
七
日
〇
時
二
九
分
、
瞬
間

最
大
風
速
毎
秒
一
八
・〇
ｍ
を
記
録
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
強
風
に
よ
る
被
害
は
、
岐
阜
県

下
全
域
に
及
び
、
岐
阜
県
史
上
最
大
の
風
害

と
な
り
ま
し
た
。

短
時
間
の
集
中
豪
雨

　

本
州
の
南
に
停
滞
し
て
い
た
前
線
は
、
台

風
の
刺
激
を
受
け
て
活
動
を
始
め
、
三
重
県

南
部
で
は
二
三
日
夜
中
、
濃
尾
平
野
で
も

二
四
日
早
朝
よ
り
降
り
始
め
ま
し
た
。
二
五

日
の
日
中
は
各
地
と
も
小
降
り
と
な
り
ま
し

た
が
、
夕
方
よ
り
台
風
に
刺
激
さ
れ
て
前
線

の
活
動
が
活
発
と
な
り
、
揖
斐
川
、
長
良
川

流
域
で
は
、
一
時
間
に
三
〇
〜
四
〇
㎜
の
強

い
雨
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
六
日
は
、
暴
風
雨
圏
に
入
る
と
と

も
に
強
い
雨
が
降
り
始
め
、
台
風
の
中

心
が
最
も
近
づ
く
直
前
に
は
、
揖
斐
川
、

長
良
川
の
上
流
域
で
は
、
一
時
間
雨
量
は

七
〇
〜
八
〇
㎜
に
達
し
ま
し
た
。

　

降
雨
量
は
、
台
風
の
進
路
に
近
い
揖
斐

川
・
長
良
川
流
域
に
多
く
、
木
曽
川
流
域

に
少
な
い「
西
高
東
低
」で
、
総
降
雨
量
も

さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
も
の
の
、
短
時
間
に

降
雨
量
が
集
中
し
、
中
小
河
川
で
の
氾
濫

が
相
次
ぎ
、
揖
斐
川・
長
良
川
と
も
既
往
最

大
の
洪
水
と
な
り
ま
し
た
。

揖
斐
川
・
長
良
川
で
計
画
を
上
ま
わ
る
出
水

　

揖
斐
川
本
流
で
は
、
二
六
日
二
〇
時

五
〇
分
揖
斐
川
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、

上
流
部
で
は
急
激
な
水
位
上
昇
が
あ
り
、

下
流
部
の
河
川
水
位
は
、
警
戒
水
位
を
越

え
て
さ
ら
に
上
昇
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
と
し
て
、
水
防
に
万
全
を
期
す
る
よ
う

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

二
三
時
〇
〇
分
に
は
、
再
び
揖
斐
川
洪

水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
計
画
高
水
位
程
度

の
大
出
水
と
な
る
と
し
て
厳
重
な
警
戒
を

呼
び
か
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、

一
部
の
地
区
で

は
計
画
高
水
位

を
越
え
る
既
往

最
大
の
洪
水
と

な
り
、
牧
田
川

で
は
養
老
町
根

古
地
地
先
で
破
堤
氾
濫
し
ま
し
た
。

　

長
良
川
で
は
や
や
遅
れ
て
、
二
七
日
〇
時

三
〇
分
長
良
川
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、中・

下
流
部
で
は
警
戒
水
位
を
一・五
〜
二・〇
ｍ
上

ま
わ
る
洪
水
が
見
込
ま
れ
る
と
し
て
厳
重
な

警
戒
を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、
四
時
に
発
令

さ
れ
た
洪
水
警
報
で
は
、
計
画
高
水
位
を
越

え
る
大
洪
水
と
な
る
か
ら
厳
重
な
警
戒
を
す

る
よ
う
に
と
、
洪
水
の
規
模
が
さ
ら
に
大
き

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
的
に
は
、
岐
阜
市
芥
見
で
氾
濫
し

た
う
え
に
下
流
部
で
は
計
画
高
水
位
を
越

え
る
大
洪
水
と
な
り
、
岐
阜
市
忠
節
地
点

で
は
、
計
画
流
量
を
大
き
く
上
ま
わ
る
毎
秒

五
五
六
〇
３ｍ
が
観
測
さ
れ
、
上
流
部
の
芥
見

な
ど
で
の
氾
濫
水
量
を
加
え
る
と
、
既
往
最

大
の
毎
秒
七
四
〇
〇
３ｍ
の
洪
水
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

■
参
考
引
用
文
献

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
三
九
年
一
〇
月

　

愛
知
県 

『
昭
和
34
・
35
・
36
年
連
年
災
害
復
興
誌
』　

　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

牧田川の氾濫状況

主要地点の風速・風向・気圧の変化

瞬間最大風速分布図

総雨量分布図
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近
代
に
お
け
る
長
良
川
の
舟
運（
二
）

　

河
川
改
修
工
事
が
生
み
出
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

石
材（
川
石
）の
需
要

TALK&TALK

1955年（昭和30年）岐阜市に生まれる。昭和53年、小学
校教員となり以後、岐阜市歴史博物館、岐阜県教育委員
会事務局図書館建設推進室、岐阜県博物館等を経て、現
在は岐阜市立鷺山小学校勤務。『木曽三川流域誌』（建設
省中部地建・平成４年）に執筆他。　

　
　

松
田  

千
晴   

氏

松田  千晴 氏

TA
LK
&
TA
LK

一  
は
じ
め
に

　

デ・
レ
ー
ケ
に
よ
る
木
曽
川
下
流
改
修
工

事
に
着
手
す
る
に
あ
た
っ
て
用
意
さ
れ
た
資

材
と
い
う
の
は
、

「
工
事
用
材
料
の
重
な
も
の
は
石
材
及
粗
朶

で
、
鉄
線・
縄
之
に
亞
き
、
木
材
も
亦
間
接

材
料
と
し
て
多
く
使
用
さ
れ
た
」（
註
１
）

と
あ
る
よ
う
な
種
類
の
も
の
で
あ
っ
た
。

  

と
こ
ろ
で
、
デ・
レ
ー
ケ
は
、
我
が
国
に

お
い
て
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
、
河
川

伝
統
工
法
の
一
つ
で
あ
る
蛇じ

ゃ
か
ご籠
の
有
効
性
に

着
目
し
て
い
た
。
母
国
オ
ラ
ン
ダ
の
王
立
技

術
者
協
会
が
発
刊
す
る
機
関
誌
に
、

「（
蛇
籠
は
）急
勾
配
の
区
間
の
堤
防
及
び
岸

の
防
護
と
し
て
、
し
ば
し
ば
起
こ
る
洪
水

の
際
の
床
止
め
及
び
洗
掘
防
止
の
た
め
の

も
の
。

  （
中
略
）

  

籠
を
丈
夫
で
、
し
た
が
っ
て
耐
久
的
な
も

の
に
す
る
た
め
、
竹
の
間
に
鉄
線
の
網
を
編

み
込
む
。
こ
う
す
る
と
、
蛇
籠
は
護
岸
用
と

し
て
適
当
な
材
料
に
な
る
。」

と
、
蛇
籠
を
紹
介
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る

（
註
２
）。

  

木
曽
川
下
流
改
修
工
事
の
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
定
か
で
な
い
。

し
か
し
、
断
片
的
と
は
い
う
も
の
の
以
上
の

記
述
か
ら
、
デ
・
レ
ー
ケ
は
、
当
時
の
木
曽

三
川
流
域
に
お
い
て
入
手
可
能
な
資
材
、
つ

ま
り
石
材
や
竹
・
木
材
な
ど
を
大
量
に
用
意

し
、
同
地
域
に
適
し
た
古
く
か
ら
伝
わ
る
工

法
を
駆
使
し
て
、
木
曽
川
下
流
改
修
工
事
を

推
進
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二  

船
頭
集
落
の
分
布

　

前
述
の
資
材
の
中
で
、
少
な
く
と
も
石
材

（
川
石
）や
木
材
に
つ
い
て
は
、
地
理
的
観
点

か
ら
見
て
木
曽
三
川
の
下
流
域
で
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
特
に
石
材
に
つ
い
て

は
、
中
流
域
か
ら
入
手
す
る
以
外
に
方
法
は

な
か
っ
た
。

  

明
治
中
期
の
木
曽
川
下
流
改
修
工
事
に
石

材
を
供
給
し
た
地
域
・
供
給
に
携
わ
っ
た

人
々
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
記
録
は
未
見
で

あ
る
が
、
改
修
工
事
が
継
続
さ
れ
て
い
た

昭
和
初
期
に
お
い
て
石
材
を
供
給
し
て
い

た
の
は
、
長
良
川
水
系
の
場
合
、
山や
ま
が
た県
郡

千せ
ん
び
き疋
村
千
疋
・
同
郡
春は
る
ち
か近
村
中な
か
や屋
・
同
郡

保ほ
ど
じ
ま
戸
島
村
戸と

だ田
・
同
村
保ほ
う
み
ょ
う
明
・
同
郡
厳い
づ
み美

村
加か

の野
・
稲い
な
ば葉
郡
芥あ
く
た
み見
村
町ま
ち
や屋
の
船
頭
た

ち
で
あ
っ
た
。

  

岩
石
は
、
水
の
作
用
に
よ
っ
て
上
流
域
か

ら
押
し
出
さ
れ
、
下
流
域
に
近
づ
く
に
つ
れ

て
角
が
削
ら
れ
丸
み
を
帯
び
る
と
と
も
に
、

形
状
も
し
だ
い
に
砂
利
や
砂
に
近
い
も
の
と

な
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
、
改
修
工
事
に
必

要
な
形
・
大
き
さ
の
石
材
を
大
量
に
集
め
る

概念図 1　長良川水系における石材（川石）の供給及び需要状況　　　　　　　　　　　　作図：松田千晴
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&
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業
は
、「
分
布
図
１　

大
正
末
期
〜

昭
和
初
期
の
山
県
郡
巌
美
村
加
野
の

生
業
」の
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
図

か
ら
、
船
頭
た
ち
の
家
が
堤
防
の

近
く
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
の
加
野

の
堤
防
と
い
う
の
は
現
在
の
半
分
ほ

ど
の
規
模
で
あ
り
、
そ
の
内
側
に
は

竹
藪
と
墓
地
が
広
が
っ
て
い
た
ら
し

い
。
そ
の
た
め
、
加
野
の
集
落
は
現

在
よ
り
も
西
に
位
置
し
て
い
た
が
、

舟
の
仕
事
に
便
利
な
よ
う
に
と
、
い

つ
の
間
に
か
船
頭
た
ち
の
家
が
堤
防

（
長
良
川
）の
近
く
に
建
て
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。

四  

石
舟
の
活
動
状
況

　

石
舟
で
生
計
を
立
て
る
船
頭

は
、
夜
明
け
を
待
っ
て
加
野
を
出

発
し
、
竿
を
さ
し
な
が
ら
上
流
に

向
か
っ
た
。
一
般
的
に
、
一
艘
の

石
舟
に
は
一
人
の
船
頭
が
乗
り
込

み
、
常
に
変
化
す
る
流
れ
の
中
で
進

行
方
向
を
定
め
つ
つ
、
流
れ
に
逆

ら
っ
て
石
舟
を
遠
く
離
れ
た
場
所
ま

で
上
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
ま
ず
も
っ
て
石
舟
を
移

動
さ
せ
る
だ
け
で
も
重
労
働
で
あ
っ

た
と
い
う
。

　

適
当
な
大
き
さ
・
形
の
石
材
を
集

め
る
こ
と
が
で
き
る
美
濃
町
や
洲
原

村
辺
り
の
川
原
に
石
舟
が
到
着
す
る

の
は
、
昼
飯
ど
き
で
あ
っ
た
。
そ
の

こ
と
が
で
き
る
区
域
と
い
う
も
の
は
自
ず
と

限
定
さ
れ
て
く
る
と
と
も
に
、
運
送
手
段
に

も
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
昭
和
初
期
の
石
材
の
供
給
状
況
と
い

え
ど
も
明
治
中
期
に
近
い
様
相
を
示
し
て
い

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

  
そ
こ
で
、
昭
和
初
期
に
お
け
る
石
舟
の
活

動
状
況
か
ら
、
木
曽
川
下
流
改
修
工
事
に
対

す
る
石
材
の
供
給
状
況
と
い
う
も
の
に
迫
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

三  

船
頭
集
落
・
加
野

　

石
材
の
供
給
に
携
わ
っ
て
い
た
前
述
の
地

点
の
中
で
加
野
と
町
屋
に
つ
い
て
は
、
船
頭

の
数
が
群
を
抜
い
て
大
き
く
特
異
な
景
観
を

呈
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
半
農
半

船
頭
の
村
で
は
あ
る
が
、
長
良
川
水
系
に
お

け
る
船
頭
集
落
と
考
え
て
も
差
し
支
え
が
な

い
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
現
地
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
加
野
を
取
り
上
げ
、

石
舟
の
船
頭
集
落
と
し
て
の
景
観
と
機
能
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

  

昭
和
初
期
の
加
野
で
は
、
二
艘
の
大
舟
と

一
五
〜
六
艘
の
小
舟
が
活
動
し
て
い
た
。

　

大
舟
は
、
主
と
し
て
近
在
か
ら
運
搬
さ
れ

て
き
た
薪
や
割
木
・
柴
と
い
っ
た
燃
料
を
、

中な
か
が
わ
ら
み
な
と

河
原
湊（
現
在
の
岐
阜
市
湊
町
周
辺
）や
三

重
県
の
桑
名
湊
に
運
送
し
て
い
た
。
ま
た
、

小
舟
は
、
船
頭
自
身
が
武む

ぎ儀
郡
美
濃
町
や

同
郡
洲す
は
ら原
村
辺
り
の
長
良
川
で
採
っ
た
石

材
を
、
下
流
域
の
護
岸
工
事
の
現
場
や
稲
葉

郡
長
良
村
の
石
問
屋
に
運
送
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
加
野
の
人
々
の
生

分布図 1　大正末期～昭和初期の山県郡厳美村加野の生業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　作図：松田千晴
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て
聞
き
取
り
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

註
及
び
引
用
文
献

１
…
『
岐
阜
県
治
水
史　

下
巻
』（
岐
阜
県　

昭　

　
　
　

和
二
八
年
）  

二
九
二
頁

２
…
『
デ
・
レ
ー
ケ
と
そ
の
業
績
』（
建
設
省
中　

　
　
　

部
地
方
建
設
局
・
木
曽
川
下
流
工
事
事
務　

　
　
　

所　

昭
和
六
二
年
）  

七
三
〜
七
五
頁

た
め
、
船
頭
は
川
原
や
川
底
に
お
け
る
石
材

の
溜
ま
り
具
合
を
確
か
め
、
玉
石（
十
貫
目

余
）や
そ
れ
よ
り
も
や
や
小
さ
め
の
グ
リ
石

と
呼
ば
れ
る
石
材
を
採
る
場
所
の
見
当
を
つ

け
た
後
で
、
メ
ン
パ（
弁
当
箱
）を
広
げ
て
腹

ご
し
ら
え
を
し
た
。

　

準
備
を
整
え
た
船
頭
は
、
川
底
に
錨
を

投
げ
込
ん
で
流
れ
の
中
に
石
舟
を
固
定
し
、

長
さ
二
間
余
も
あ
る
檜
製
の
柄
の
先
に
金

属
製
の
短
い
棒
を
付
け
た
、
ド
ン
コ
と
呼

ば
れ
る
道
具
で
、
石
を
掘
り
起
こ
し
て

い
っ
た
。
必
要
と
さ
れ
る
玉
石
や
グ
リ
石

の
多
く
が
、
川
底
の
泥
の
中
に
埋
ま
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

次
に
、
掘
り
起
こ
し
た
石
材
を
、
石い

し
か
ぎ鈎
と

呼
ば
れ
る
道
具
を
使
っ
て
、
川
底
か
ら
石
舟

の
中
に
揚
げ
て
い
っ
た
。
石
舟
い
っ
ぱ
い
の

石
材
を
採
る
ま
で
に
は
、
一
〜
二
時
間
ほ

ど
か
か
っ
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
石
舟
に

は
三
百
貫
目
余
の
石
材
を
積
む
こ
と
が
で
き

た
。
玉
石
一
個
の
重
さ
が
十
貫
目
余
で
あ
っ

た
た
め
、
玉
石
な
ら
お
よ
そ
三
十
個
積
ん
だ

勘
定
に
な
る
。

　

石
材
を
積
ん
だ
石
舟
は
、
流
れ
に
ま
か
せ

て
下
っ
て
く
る
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

加
野
に
到
着
す
る
の
は
午
後
三
〜
四
時
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
船
頭
は
、
石
材
を
積

み
込
ん
だ
ま
ま
の
状
態
で
石
舟
を
堤
防
の
外

に
留
め
、
夜
明
け
と
と
も
に
下
流
に
向
か
っ

て
出
発
し
た
の
で
あ
る
。石
舟
の
目
的
地
は
、

主
と
し
て
下
流
域
の
護
岸
工
事（
川
普
請
と

い
っ
た
）の
現
場
で
あ
っ
た
。
玉
石
の
場
合

は
、洪
水
が
川
底
を
削
る
作
用
を
防
ぐ
施
設
、

す
な
わ
ち
沈

ち
ん
し
ょ
う床
用
の
石
材
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
と
い
う
。

　

こ
こ
で
玉
石
を
下
ろ
し
た
船
頭
は
、
帆
を

上
げ
、
安あ

ん
ぱ
ち八
郡
墨す
の
ま
た俣
町
ま
で
上
っ
て
き
た
。

船
頭
は
、
こ
こ
に
石
舟
を
留
め
て
そ
の
中
で

一
夜
を
過
ご
し
、
翌
朝
、
夜
明
け
と
と
も
に

出
発
し
て
午
後
二
〜
三
時
頃
に
は
加
野
に
到

着
し
た
。

　

な
お
、
川
普
請
に
、
丸
い
石
材
は
喜
ば

れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
石
材
を
組
ん

で
も
、
一
つ
が
ず
れ
た
だ
け
で
石
組
全
体
が

緩
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。そ
の
た
め
、

川
普
請
に
は
平
た
い
石
材
や
細
長
い
石
材
が

求
め
ら
れ
た
と
い
う
。

　

五　

 

お
わ
り
に

　

石
舟
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
活
動
す
る
よ
う

に
な
っ
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
明
治
の

中
頃
に
改
修
工
事
が
始
ま
っ
て
石
材
の
需

要
が
生
ま
れ
て
き
た
た
め
、
大
舟
か
ら
石

舟
に
商
売
替
え
を
す
る
船
頭
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
話
が
加
野
に
伝

わ
っ
て
い
る
。

  

大
量
の
石
材
に
対
す
る
需
要
を
生
み
出
し

た
改
修
工
事
こ
そ
が
、
石
舟
の
登
場
を
促

し
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る

話
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

近
世
に
お
け
る
木
曽
三
川
の
御
手
伝
普
請

の
こ
ろ
、
す
で
に
石
舟
の
活
動
が
見
ら
れ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
長
良
川
中

流
域
の
船
頭
は
、
石
材
の
供
給
を
通
し
て

国
家
的
事
業
で
あ
る
河
川
改
修
工
事
の
一

翼
を
担
っ
て
い
た
、と
い
う
こ
と
も
い
え
る
。

　

以
上
の
内
容
を
現
地
調
査
に
も
と
づ
い
て

概
念
化
し
た
の
が
、「
概
念
図
１　

長
良
川

水
系
に
お
け
る
石
材（
川
石
）の
供
給
及
び
需

要
状
況
」で
あ
る
。

　

な
お
、
岐
阜
市
加

野
の
大
野
恒
一（
明

治
三
六
年
生
）・
清
水

一
市（
大
正
一
二
年

生
）・
山
田
弘（
昭
和

一
六
年
生
）の
三
氏

に
は
、
加
野
に
お
け

る
河
川
水
運
に
つ
い

『岐阜　名所圖繒』（米内北斗　岐阜市　大正 14年）  個人蔵
　山県郡厳美村加野の船頭たちが石舟に乗り、石材（玉石やグリ石）を長良川下流域の河川改修工事に供給していた頃の、長
良川の状況を描いた鳥瞰図である。加野の船頭たちが石材を採取したのは長良川の川幅が狭くなっている山間部の川原や川
底であり、石材を供給したのは伊勢湾に近くなる低地の護岸工事現場であった。

加野の船頭が用いた石鈎

加野の船頭が用いたドンコ




